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［
論
文
］

柴
田
　
崇

“extension

”を
め
ぐ
る
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
の
検
証

─
リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の『
空
間
に
お
け
る
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
』に
つ
い
て

は
じ
め
に

個
々
の
事
実
を
統
一
的
に
説
明
す
る
体
系
を
理
論
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
Ｍ
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
（M

arshall M
cLuhan 

1911

〜1979

）
の
思
想
に
は
少
な
く
と
も
一
つ
の
理
論
を
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
理
論

は
、「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン extension

」
と
い
う
概
念
に
基
づ
く
身
体
論
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
あ
え
て

「
構
成
」
と
言
っ
た
の
に
は
訳
が
あ
る
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
に
お
け
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
少
な
く
と
も
三
つ
の

意
味
に
分
節
で
き
、
三
つ
の
意
味
か
ら
な
る
身
体
論
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
理
論
が
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

単
に
複
数
の
意
味
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
意
味
の
構
成
に
よ
る
立
体
的
な
構
造
が
存
在
す
る
点
に
、
マ
ク
ル
ー
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ハ
ン
の
理
論
の
特
徴
が
あ
る
。

以
上
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
（『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』）
で
詳
し
く
論
じ
た
。
同
書
で
は
、
理
論

の
論
証
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
に
お
い
て
上
記
の
意
味
で
の
理
論
研
究
が
い
か
に
疎
か
に
な
っ
て
き

た
か
も
書
い
た
。
確
か
に
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
注
目
し
た
先
行
研
究
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
大
部
分
が
、
こ
の

概
念
が
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
理
論
を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
お
り
、
一
つ
、
ま
た
は
二
つ
の
意
味

を
分
節
す
る
だ
け
で
満
足
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
同
書
の
主
題
は
、
三
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
分
節
し
た
上
で
、
そ

れ
ら
が
構
成
す
る
理
論
構
造
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
主
題
は
、
こ
れ
ま
で
に
書
き
綴
っ
て
き
た
小
論
を

集
成
す
る
の
に
十
分
な
字
数
を
著
書
と
い
う
体
裁
で
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
で
き
た
。

と
は
い
え
、『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』
で
は
、
一
冊
の
著
書
と
し
て
主
題
の
一
貫
性
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
論
証
に
直
接
関
わ
る
議
論
を
球
体
の
太
陽
に
喩
え
る
な
ら
ば
、
太
陽
の
周
囲
に
見
え
る
暈
（
光
軸
）
の
議
論
、
特

に
先
行
研
究
の
紹
介
と
検
証
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
嫌
い
が
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
」

に
注
目
し
た
先
行
研
究
の
う
ち
、
最
も
問
題
の
核
心
に
接
近
し
た
と
思
わ
れ
る
カ
ナ
ダ
の
Ｒ
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
（R

ichard 

C
avell

（
1
））
の
議
論
を
紹
介
し
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
検
証
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

論
述
の
便
宜
上
、
本
稿
で
も
『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』
で
展
開
し
た
議
論
を
再
録
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
つ

の
意
味
へ
の
分
節
を
中
心
に
し
た
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
」
の
議
論
に
は
、
方
法
論
上
、
そ
の
起
源
を
特
定
す
る
手
続
き

が
随
伴
す
る
。
正
統
な
系
譜
を
描
く
作
業
は
、
同
時
に
、
正
統
か
ら
外
れ
る
異
端
を
描
く
作
業
に
も
な
る
。
同
書
で
は
、

正
統
を
明
確
に
す
べ
く
、
異
端
に
属
す
る
文
献
を
可
能
な
限
り
網
羅
し
た
が
、
小
論
の
体
裁
の
本
稿
に
は
そ
の
余
裕
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
章
で
は
、
本
稿
の
議
論
に
必
要
な
範
囲
で
、
同
書
で
展
開
し
た
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
」
に
関
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す
る
知
見
を
抜
粋
し
て
示
す
に
留
め
る
。
次
い
で
第
二
章
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
着
目
し
た
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
議
論
を
紹

介
し
、
第
三
章
で
、
第
一
章
の
知
見
に
基
づ
い
て
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
議
論
を
検
証
す
る
。

『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』
で
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
の
理
論
的
側
面
を
論
じ
尽
く
し
た
直
後
に
発
表
す
る
本

稿
は
、
ま
ず
、
同
書
の
補
遺
の
性
格
を
持
つ
。
テ
ク
ス
ト
内
の
構
造
分
析
に
特
化
し
が
ち
な
理
論
研
究
は
、
テ
ク
ス
ト
が

置
か
れ
た
文
脈
を
捨
象
す
る
危
険
を
常
に
と
も
な
う
。
こ
の
点
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
理
論
研
究
も
、

テ
ク
ス
ト
の
外
に
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
観
点
、
こ
の
場
合
は
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
の
観
点
か
ら
理
論
を
捉
え
な
お
す
作
業
を

経
て
初
め
て
完
成
す
る
。
理
論
研
究
の
核
で
あ
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
最
良
の
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
本
稿

は
、
書
き
落
と
し
た
事
項
の
ま
と
め
と
い
う
以
上
に
、
同
書
を
完
成
さ
せ
る
ピ
ー
ス
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。
他
方
、

小
論
の
体
裁
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
本
稿
で
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
異
端
の
議
論
を
割
愛
し
て
あ
る
。
以
上
の
意
味

で
、
本
稿
は
同
書
と
相
補
的
な
関
係
に
あ
る
。
現
時
点
で
の
十
全
な
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
理
解
の
た
め
に
、
同
書
を
併
せ
て
読

ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

１
．
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
に
お
け
る
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
」

第
一
章
の
主
題
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
か
ら
分
節
で
き
る
三
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
が
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
が
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
こ
の
概
念

の
「
起
源
」
と
先
取
権
を
め
ぐ
る
論
争
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
』（T

he G
utenberg galaxy, 1962

）
の
中
で
文
化
人
類
学
者
の
Ｅ
・

Ｔ
・
ホ
ー
ル
（E

dw
ard T

w
itchell H

all 1914

〜2009

）
の
『
沈
黙
の
こ
と
ば
』（T

he Silent language, 1959

）
か
ら
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エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
文
章
を
引
用
し
て
い
る（

2
）。
引
用
の
要
諦
を
な
す
の
が
、「
す
べ
て
の
人
工
物
は
、
か
つ
て

人
間
が
身
体
、
ま
た
は
身
体
の
特
定
の
箇
所
を
使
っ
て
行
っ
て
い
た
こ
と
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン extensions 

と
見
做

せ
る
」（M

cLuhan, 1962, p.4

）
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
道
具
を
つ
く
る
動
物
の
人
間
は
、
身
体
の

あ
る
部
分
を
「
エ
ク
ス
テ
ン
ド extend

」
し
、
本
来
身
体
が
行
う
べ
き
仕
事
を
人
工
物
に
代
行
さ
せ
て
き
た
。
例
え
ば
、

今
日
の
発
達
し
た
輸
送
網
は
、
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
が
足
と
背
で
行
っ
て
い
た
こ
と
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の

意
味
で
、
ホ
ー
ル
に
と
っ
て
す
べ
て
の
人
工
物
は
人
間
の
身
体
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る（

3
）。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
語
の
使
用
に
あ
た
っ
て
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
ホ
ー
ル
を
参
照
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
の
記
述
か
ら
ホ
ー
ル
と
同
じ
用
法
を
見
つ
け
出
す
こ
と
も
で
き
る（

4
）。
と
は
い
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
使
う
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
ホ
ー
ル
は
、『
沈
黙
の
こ
と
ば
』

で
は
、
上
記
の
意
味
で
し
か
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
お
ら
ず
、
後
年
、
こ
の
概
念
を
複
数
の
意
味
で
使
用
し
始
め

る
が
、
そ
の
時
期
は
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
三
つ
の
意
味
を
提
示
し
た
後
で
あ
る
。

論
争
が
起
き
た
時
期
に
限
定
し
て
も
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
剽
窃
を
難
じ
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ホ
ー

ル
が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
記
述
さ
れ
る
人
工
物
を
物
質
的
な
も
の
に
限
定
し
て
い
た
の
に
対
し
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン

は
、
当
初
か
ら
、
言
語
や
発
話
な
ど
の
非
物
質
的
な
も
の
も
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
記
述
で
き
る
人
工
物
に
含
め
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
』
の
段
階
で
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
「
感
覚

の
外
化 outering

、
あ
る
い
は
、
こ
と
ば
に
表
出
さ
れ
た
も
の uttering

」（M
cLuhan, 1962, p.5

）
と
言
い
換
え
、

「externalization

」（op. cit., p.265

）
と
同
義
で
使
用
す
る
一
方
、『
沈
黙
の
こ
と
ば
』
に
は
こ
の
言
い
換
え
は
登
場
し

な
い
。
論
争
の
時
点
で
二
人
は
別
の
意
味
で
こ
の
語
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
ホ
ー
ル
が
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
類
似
す
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る
意
味
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
語
を
使
い
始
た
こ
と
で
論
争
が
複
雑
化
し
た
と
い
う
の
が
事
実
な
の
で
あ
る
。

結
局
、
両
者
の
間
で
論
争
に
決
着
は
着
か
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
の
分
野
で
は
次
第
に

「
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
無
断
使
用
」
が
定
説
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
六
三
年
以
降
の
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
を
集
め
た
『
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
：
賛
成
？　

反
対
？
』（M

cLuhan : pro &
 con, 1968

）
に
は
編
者
に
よ
る
「
現
在
ま
で
の
伝
記
」（“C

urrent 

biography”, 1967

）（5
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
ホ
ー
ル
の
主
張
が
全
面
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る（

6
）。
以
後
、

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
無
断
使
用
癖
へ
の
批
判
（
7
）
を
中
心
に
、
反
対
論
者
（con

）
た
ち
の
格
好

の
攻
撃
目
標
に
な
っ
た
。

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
死
後
、
彼
の
共
同
研
究
者
や
弟
子
た
ち
と
ホ
ー
ル
の
間
で
こ
の
論
争
の
「
和
解
」
が
成
立
す
る
。

『
今
を
掴
め
』（T

ake today, 1972
）
を
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
共
著
し
た
Ｂ
・
ネ
ヴ
ィ
ッ
ト
（B

arrington N
evitt

（
8
））

は
、
一
九
九
四
年
に
『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
？
』（W

ho w
as M

arshall M
cLuhan?

）
を
編
集
し
た

が
、
同
書
は
当
事
者
で
あ
る
ホ
ー
ル
に
論
争
を
総
括
さ
せ
た
。「
マ
ー
シ
ャ
ル
は
早
い
時
期
か
ら
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
と

格
闘
し
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
ら
を innering 
と outering 

と
呼
ん
で
い
た
。
悩
み
の
種
は
、
こ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
人
々

に
理
解
さ
れ
に
く
い
こ
と
だ
っ
た
。
私
の
『
沈
黙
の
こ
と
ば
』
を
読
ん
だ
彼
は
、innering 

と outering 

の
プ
ロ
セ

ス
を
表
現
で
き
て
、
な
お
か
つ
一
般
人
に
も
理
解
し
や
す
く
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
」（H

all, 1994, p.149

）。『
探
究
』

誌
（E

xplorations

）
の
創
刊
に
携
わ
っ
て
以
来
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
数
々
の
共
同
研
究
を
行
っ
た
Ｅ
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

（E
dm

und C
arpenter 1922

〜2011

）
も
、
そ
の
後
、
ホ
ー
ル
の
総
括
を
追
認
し
た（

9
）。

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
最
期
ま
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
起
源
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
。
そ
の
こ
だ
わ
り
に
は
相
応
の
理
由
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
起
源
を
探
る
作
業
を
行
い
、
こ
だ
わ
り
の
理
由
を
解
明
す
る
作
業
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に
取
り
掛
か
る
。
ま
ず
手
始
め
に
、
ホ
ー
ル
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
こ
の
語
の
系
譜
を
辿
り
、
そ
の
意
味
を
画
定
し

て
み
よ
う
。

１
︱
１
．
拡
張   

ホ
ー
ル
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、
道
具
が
本
来
人
間
の
身
体
に
備
わ
っ
た
機
能
を
「
代
行 substitute

」
し
、「
拡
張 

extend

」
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
意
味
と
論
理
を
持
つ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
、
以
下
「
拡
張
」
と

表
記
す
る
。
道
具
が
人
間
の
仕
事
を
代
行
し
、
人
間
に
備
わ
る
機
能
や
能
力
を
拡
張
す
る
と
い
う
議
論
は
、
実
は
、
ホ
ー

ル
に
特
有
な
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
に
限
定
し
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
未
来
を
考
え
た
論
者
た
ち
の
記
述
に
多
く

登
場
す
る
。

一
九
四
〇
年
代
に
マ
イ
ク
ロ
波
と
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
開
発
に
能
力
を
発
揮
し
た
Ｓ
・
ラ
モ
（Sim

on R
am

o 1913

〜
）

は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
は
、
草
創
期
に
あ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
利
用
法
に
つ
い
て
も
数
々
の
論

文
を
発
表
す
る
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
を
主
導
し
た
一
人
だ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
新
技
術
の
未
来
像

を
構
想
す
る
際
に
ラ
モ
が
使
用
し
た
の
も
、
拡
張
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

一
九
六
五
年
の
「
知
的
道
具
と
し
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
に
は
、「
機
械
、
そ
し
て
情
報
処
理
に
お
け
る
人
間
と
機

械
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
人
間
の
知
性
の
大
規
模
な
拡
張 extension 

は
、
今
世
紀
（
二
〇
世
紀
）
の
主
要
な
技

術
的
進
歩
に
な
る
だ
ろ
う
」（R

am
o, 1969

(1965), p.47

）
と
い
う
予
測
と
と
も
に
、
本
、
ノ
ー
ト
、
計
算
尺
や
レ
ジ
ス

タ
ー
が
人
間
の
脳
の
拡
張
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
諸
々
の
電
子
シ
ス
テ
ム
は
人
間
の
脳
の
よ
り
広
範
な
拡
張
で
あ
る
、
と

い
う
拡
張
の
道
具
観
が
見
ら
れ
る（

10
）。
一
九
六
三
年
の
「
シ
ス
テ
ム
工
学
の
本
質
」
に
は
、
さ
ら
に
明
快
に
拡
張
の
原
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理
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
私
た
ち
は
長
い
間
、
筋
肉
の
機
械
に
よ
る
拡
張
と
置
き
換
え
を
経
験
し
て
き
た
。
そ
し
て
今

日
、
機
械
の
方
が
人
間
よ
り
う
ま
く
遂
行
す
る
機
能
を
取
捨
選
択
す
る
の
が
よ
い
工
学
技
術
の
条
件
で
あ
る
」（R

am
o, 

1969(1963), p.376

）。
こ
れ
ま
で
人
間
は
、
筋
肉
を
使
う
仕
事
を
機
械
に
置
き
換
え
る
（
代
行
さ
せ
る
）
こ
と
で
筋
肉

の
機
能
を
拡
張
し
て
き
た
。
ラ
モ
は
こ
の
発
想
を
敷
衍
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
、
脳
と
感

覚
を
使
う
仕
事
を
機
械
に
置
き
換
え
る
方
法
を
模
索
し
た
の
で
あ
る
。

代
行
に
よ
る
拡
張
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、
既
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
特
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
人
間
の
知
性
を
拡
張
す
る
と
い
う
発
想
の
嚆
矢
は
、
Ｖ
・
ブ
ッ
シ
ュ
（Vannevar B

ush 1890

〜

1974

）の
知
性
増
幅
機
械（IA

 : Intelligence A
m

plifier

）に
あ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
、「
わ
れ
ら
が
思
考
す
る
ご
と
く
」（“A

s 

w
e m

ay think”, 1945

）
の
中
で
、
記
憶
拡
張
装
置
（m

em
ex : m

em
ory extender

）
の
構
想
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、

ブ
ッ
シ
ュ
と
ラ
モ
に
触
発
さ
れ
た
Ｄ
・
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー
ト
（D

ouglas E
ngelbert 1925

〜2013

）
は
、
後
に
、
マ
ウ
ス

や
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
発
明
者
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
歴
史
に
名
を
刻
む
こ
と
に
な
る
。
一
九
六
二
年
に
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー

ト
が
著
し
た
論
文
も
ま
た
「
人
間
の
知
性
を
増
強
す
る
た
め
の
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク A

 conceptual fram
ew

ork for 

the augm
entation of m

en’s intellect

」
と
題
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
、
ラ
モ
、
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー
ト
の
い
ず
れ
も
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
分
業
に
よ
っ
て
人
間
の
知
性
を
「
拡
張 extend

」、「
増
強 augm

ent

」、「
増
幅 am

plify

」、「
向

上 enhance

」 

す
る
可
能
性
を
論
じ
た
。

拡
張
の
系
譜
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
さ
ら
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
唯
物
論
の
立
場
か
ら
科
学
技
術
を
論
じ
た
イ
ギ

リ
ス
の
物
理
学
者
Ｊ
・
Ｄ
・
バ
ナ
ー
ル
（John D

esm
ond B

ernal 1901
〜1971

）
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
代
行
と
拡

張
を
も
と
に
技
術
を
考
察
し
、
大
工
業
時
代
の
後
に
来
る
未
来
を
予
測
し
た
が
、
拡
張
か
ら
人
工
物
を
考
え
る
視
点
は
、
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二
〇
世
紀
初
頭
の
技
術
哲
学
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
Ｕ
・
ヴ
ェ
ン
ト
（U

rich W
endt

（
11
））
は
、

技
術
の
進
歩
を
精
神
化
の
進
展
と
考
え
、
機
械
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
機
械
に
よ
っ
て
人
間
の
労

働
力
は
よ
り
機
械
的
な
形
態
を
保
持
す
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
よ
り
精
神
化
さ
れ
た
形
態
を
保
持
す
る
の
で
あ
る
。
粗

野
で
単
調
な
労
働
は
絶
え
ず
ま
す
ま
す
機
械
の
世
界
へ
引
込
ま
れ
、
そ
し
て
人
間
労
働
力
は
絶
え
ず
肉
体
的
に
よ
り
楽
で

よ
り
精
神
化
さ
れ
た
活
動
へ
解
放
さ
れ
る
。
単
に
機
械
の
み
が
こ
の
方
向
に
働
く
の
で
は
な
く
、
一
切
の
技
術
的
操
作
も

ま
た
こ
の
方
向
に
働
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
運
輸
機
関
の
改
善
、
道
路
、
海
、
運
河
の
諸
工
事
の
改
善
、
河
川
の
修
理
、

仕
事
部
屋
と
労
働
部
屋
と
を
も
っ
た
地
上
工
事
、
広
大
な
焚
火
お
よ
び
照
明
装
置
な
ど
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
間
の
機
械

労
働
力
を
節
約
し
、
筋
力
を
少
な
く
、
思
惟
力
を
多
く
要
求
す
る
一
層
高
尚
な
労
働
型
式
へ
こ
の
労
働
力
を
解
放
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
ヴ
ェ
ン
ト, 1906 

三
枝
他
訳, 1953, pp.32-33

）。「
技
術
は
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
発
明

に
よ
っ
て
人
間
労
働
力
を
絶
え
ず
よ
り
高
い
課
題
へ
と
導
き
、
絶
え
ず
筋
肉
力
を
少
な
く
思
惟
力
を
多
く
要
求
し
、
平
均

的
な
労
働
水
準
を
常
に
高
め
る
。
こ
れ
は
技
術
の
本
質
で
あ
る
」（op. cit. p.33

）。
ヴ
ェ
ン
ト
の
技
術
哲
学
も
、「
粗
野

で
単
調
な
労
働
」
を
機
械
に
代
行
さ
せ
、
代
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
人
間
の
労
働
力
を
よ
り
思
惟
的
で
精
神
的
な
活
動
に
振

り
分
け
る
こ
と
で
労
働
力
全
体
の
量
と
質
が
拡
張
す
る
と
い
う
論
理
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

代
行
と
拡
張
の
論
理
は
、
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
（K

arl M
arx 1818

〜1883

）
の
『
資
本
論
』（D

as kapital, 1867

〜1894

）

に
も
登
場
す
る（

12
）。
大
工
業
時
代
の
機
械
装
置
を
分
析
し
た
マ
ル
ク
ス
は
、
機
械
装
置
が
、
労
働
対
象
に
働
き
か
け
る

道
具
機
、
原
動
力
を
供
給
す
る
動
力
機
、
そ
し
て
両
者
を
つ
な
ぐ
配
力
機
構
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ

の
上
で
、
機
械
装
置
の
成
立
を
、
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
人
間
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
て
い
た
道
具
が
機
械
装
置
の
道
具
に
転
化

し
、
次
い
で
、
原
動
力
を
供
給
す
る
動
力
機
が
転
化
さ
れ
る
歴
史
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（

13
）。
こ
こ
で
も
、
手
工
業
の
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道
具
か
ら
大
工
業
の
機
械
へ
の
発
展
が
、
人
間
が
身
体
と
は
別
の
機
構
に
仕
事
を
移
行
し
、
代
行
さ
せ
、
そ
れ
ま
で
の
機

能
を
拡
張
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る（

14
）。

拡
張
の
「
原
型
」
探
し
は
、
プ
ラ
ト
ン
（Plato/ Platōn 427?

〜347? B
.C

.

）
の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』（Phaedrus

）
に

ま
で
遡
る
。『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
発
明
神
テ
ウ
ト
が
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ
ス
に
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
知
恵
と

記
憶
力
を
高
め
る
も
の
と
し
て
文
字
を
披
露
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
タ
モ
ス
は
、「
書
い
た
も
の
を
信
頼
し
て
、
も
の
を

思
い
出
す
の
に
、
自
分
以
外
の
も
の
に
彫
り
つ
け
ら
れ
た
し
る
し
に
よ
っ
て
外
か
ら
思
い
出
す
よ
う
に
な
り
、
自
分
で
自

分
の
力
に
よ
っ
て
内
か
ら
思
い
出
す
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
な
る
か
ら
」、
ま
た
、
そ
の
場
合
の
「
知
恵
は
、
知
恵
の
外

見
で
あ
っ
て
、
真
実
の
知
恵
で
は
な
い
」か
ら
、
文
字
に
は
、
テ
ウ
ト
の
言
う
の
と
は
逆
の
影
響
が
あ
る
と
反
論
す
る（

15
）。

こ
こ
で
も
、
道
具
が
人
間
の
機
能
（
知
恵
と
記
憶
力
）
を
代
行
す
る
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
来
の
機
能
が
拡
張
（
あ

る
い
は
縮
小
）
さ
れ
る
こ
と
の
二
点
が
主
題
に
な
っ
て
い
る
。

拡
張
は
、
新
し
い
技
術
を
記
述
す
る
際
に
使
わ
れ
る
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
な
概
念
で
、
最
近
で
は
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
学

者
の
Ｋ
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
（K

evin W
arw

ick 1954

〜
）
が
『
私
は
サ
イ
ボ
ー
グ
』（I, cyborg, 2002

）
で
展
開
し
た
サ

イ
ボ
ー
グ
論
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る（

16
）。
こ
の
よ
う
に
、
拡
張
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
に
そ
の
原
型
を

求
め
ら
れ
、
以
来
、
各
時
代
の
技
術
水
準
を
反
映
し
な
が
ら
使
わ
れ
て
き
た
。
最
も
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
で
最
も
あ
り
ふ
れ
た

概
念
に
つ
い
て
使
用
の
後
先
を
論
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
論
争
は
不
毛
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

論
争
の
開
始
時
期
に
用
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ホ
ー
ル
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
完
全
に
こ
の
系
譜
に
属
す
る
。
他

方
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
「
感
覚
の
外
化 outering
、
あ
る
い
は
、
こ
と
ば
に
表
出
さ
れ
た
も
の 

uttering

」（M
cLuhan, 1962, p.5

）
や
、「externalization

」（op. cit., p.265
）
に
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
、
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拡
張
に
回
収
で
き
な
い
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

ホ
ー
ル
に
よ
る
論
争
の
総
括
を
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。「
マ
ー
シ
ャ
ル
は
早
い
時
期
か
ら
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
と
格
闘

し
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
ら
を innering 

と outering 

と
呼
ん
で
い
た
。
悩
み
の
種
は
、
こ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
人
々
に
理

解
さ
れ
に
く
い
こ
と
だ
っ
た
。
私
の
『
沈
黙
の
こ
と
ば
』
を
読
ん
だ
彼
は
、innering 

と outering 

の
プ
ロ
セ
ス
を
表
現

で
き
て
、
な
お
か
つ
一
般
人
に
も
理
解
し
や
す
く
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
」（H

all, 1994, p.149

）。
明
ら
か
に
拡
張
と
異
な

る
意
味
が
含
ま
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ー
ル
の
総
括
で
論
争
が
決
着
し
た
の
は
、
引
用
中
の
意
味
が
拡
張
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
見
做
さ
れ
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。
結
論
を
言
う
と
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
発
言
か
ら
は
拡
張
と

は
別
系
統
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
分
節
で
き
る
。
以
下
、
拡
張
と
同
じ
く
系
譜
を
た
ど
る
作
業
を
通
じ
て
、
こ
の
点
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

１
︱
２
．
外
化

ホ
ー
ル
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、 outering

、
お
よ
び externalization 

に

言
い
換
え
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
は innering 
と
対
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
暫
定
的
に
、innering 

を
内
化
、

outering 

を
外
化
と
訳
出
し
よ
う
。

『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
』
で
は
、
外
化
が externalization 

と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の
と
即
応
し
て
、
内
化

が interiorization 

に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。「『
文
字
』
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の interiorization 

は
、
わ
れ
わ
れ
の

感
覚
比
率
を
変
え
、
精
神
活
動
を
変
容
さ
せ
る
か
？
」
と
題
し
た
節（

17
）
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、interiorization 

お

よ
び
内
化
と
は
、
あ
る
文
化
圏
に
新
し
い
技
術
が
導
入
さ
れ
、
人
々
が
そ
の
技
術
を
慣
習
的
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
状
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態
を
指
す
の
が
分
か
る
。
内
化
の
結
果
、
感
覚
間
の
比
率
が
変
化
し
、
精
神
活
動
の
変
容
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

で
は
、
外
化
は
一
体
何
を
指
す
の
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
手
が
か
り
が
、
次
の
引
用
に
あ
る
。「
簡
単
に
言
う
と
、
あ

る
新
し
い
技
術
に
よ
っ
て
一
つ
ま
た
は
複
数
の
感
覚
を
わ
れ
わ
れ
の
外
に
あ
る
社
会
に extend 

す
る
と
、
当
該
文
化
の

内
部
で
、
人
々
の
感
覚
間
に
新
し
い
比
率
が
形
成
さ
れ
る
（T

he G
utenberg galaxy, p.41

）」。
新
し
い
技
術
は
、
一
つ

ま
た
は
複
数
の
感
覚
を
身
体
の
内
部
か
ら
外
部
に extend 

し
た
も
の
を
指
す
。
引
用
の
主
題
は
、
人
工
物
が
社
会
に
産

出
さ
れ
る
様
子
の
描
写
に
あ
る
。
内
化
と
併
せ
て
解
釈
す
る
と
、
社
会
に
生
み
出
さ
れ
た
新
し
い
人
工
物
、
す
な
わ
ち
身

体
か
ら
外
化
し
た
人
工
物
が
内
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
々
の
感
覚
間
に
新
し
い
比
率
が
形
成
さ
れ
る
、
と
な
る
。

引
用
中
の extend 

は
、
第
一
義
的
に
「
内
な
る
も
の
を
外
に
出
す
」
＝
「
外
化
」
を
意
味
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
内

化
と
対
に
な
っ
て
人
工
物
が
人
々
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
果
を
描
写
し
て
い
る
点
で
あ
る（

18
）。
こ
れ
ら
の
点
を
導
き
の
糸

と
し
て
拡
張
と
は
別
の
系
譜
が
た
ど
れ
れ
ば
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
意
図
、
す
な
わ
ち
拡
張
に
還
元
さ
れ
な
い
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
の
存
在
が
証
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

技
術
哲
学
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
依
拠
し
た
と
思
し
き
思
想
の
系
譜
に
容
易
に
出
会
え
る
。
そ

れ
は
、
Ｅ
・
カ
ッ
プ
（E

rnst K
app 1808

〜1896
）
の
器
官
射
影 O

rganprojektion 

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
カ

ッ
プ
の
器
官
射
影
説
は
、
人
体
の
諸
器
官
と
外
界
に
存
在
す
る
道
具
が
形
態
、
機
構
の
点
で
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
出
発
点
に
す
る
。
道
具
は
人
体
を
意
識
的
に
模
倣
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
無
意
識
的
に
体
内
の
機
構
を

射
影
（「
内
な
る
も
の
を
外
へ
投
げ
出
す
、
前
の
方
へ
と
投
げ
出
す
、
前
方
へ
す
え
る
、
外
へ
う
つ
す
（das Vor-oder 

H
ervorw

erfen, H
ervorstellen, H

inausversetzen und eines Innerlichen ins Ä
ussere

）」（
三
枝, 1977, p. 229/ 

K
app, 1877, pp. 29- 30

）
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
カ
ッ
プ
は
、
道
具
を
検
証
す
れ
ば
体
の
内
部
機
構
を
明
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ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。「『
視
覚
器
官
が
ひ
と
そ
ろ
い
の
力
学
的
仕
掛
で
も
っ
て
射
影
を
実
現
し
、
そ

し
て
そ
れ
の
解
剖
学
的
構
造
に
戻
し
て
み
た
関
係
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
は
じ
め
て
、
視
覚
器
官
の
生

理
学
的
謎
が
解
か
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
人
間
は
、
無
意
識
的
に
生
理
的
な
視
覚
器
官
に
な
ら
っ
て
形
づ
く
っ

た
器
械
か
ら
、
こ
ん
ど
は
意
識
的
な
や
り
方
で
眼
の
中
に
あ
る
光
線
屈
折
の
も
と
も
と
の
発
生
点
へ
、
つ
ま
り『
水
晶
体
』

へ
と
、
名
ま
え
を
移
し
た
の
で
あ
る
』」（
三
枝, 1977, p. 232/ K

app, 1877, p. 79

）。

射
影
幾
何
学
の
起
源
が
一
九
世
紀
前
半
の
モ
ン
ジ
ュ
（G

aspard M
onge 1746

〜1818

）
と
Ｊ
・
Ｖ
・
ポ
ン
ス
レ
（Jean 

V
ictor Poncelet 1788

〜1867

）
の
画
法
幾
何
学
か
ら
Ｂ
・
パ
ス
カ
ル
（B

laise Pascal 1623

〜1662

）、
Ｇ
・
デ
ザ
ル

ク
（G

irard D
esargues 1591

〜1661

）
を
経
て
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア
の
透
視
図
法
、
遠
近
法
な
ど
の
実
用

幾
何
学
に
遡
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
器
官
射
影
説
に
流
れ
込
む
系
譜
を
外
化
の
源
流
と
見
做
す
の
に
は
相
応
の
説
得
力

が
あ
る
。
し
か
し
、
器
官
射
影
説
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
構
図
を
持
ち
な
が
ら
、
西
洋
思
想
の
さ
ら
な
る
古
層
を
流
れ
る
系

譜
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（H

ippocrates/ H
ippokrátēs 460?

〜377? B
.C

.

）
を

水
源
と
す
る
医
学
思
想
の
系
譜
で
あ
る
。

科
学
哲
学
者
の
Ｆ
・
ダ
ゴ
ニ
ェ
（François D

agognet 1924

〜
）
は
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ 

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
駆
使
す
る
現
代

の
医
療
技
術
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
現
代
医
学
は
、
身
体
を
外
化
し
な
が
ら
も
、
内
部
か
ら
読
解
す
る

た
め
の
多
く
の
手
段
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
何
も
身
体
を
文
字
通
り
外
化
す
る
こ
と extérioriser 

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
内
部
を
表
す
外
な
の
で
す
」（D

agognet, 1996, p.24/ 

ダ
ゴ
ニ
ェ, 1996 

金
森
訳, 1998, p. 

20

）。
こ
こ
で
ダ
ゴ
ニ
ェ
が
前
提
に
し
て
い
る
外
化
の
発
想
は
、
西
洋
医
学
の
祖
と
さ
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
記
述
に
も

見
出
せ
る
。「
何
を
見
る
の
に
も
視
覚
に
よ
る
の
が
誰
に
と
っ
て
も
い
ち
ば
ん
良
い
の
で
あ
る
が
、
膿
瘍
の
患
者
や
肝
臓
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も
し
く
は
腎
臓
の
患
者
、
総
じ
て
体
腔
部
に
疾
患
の
あ
る
患
者
に
つ
い
て
は
目
で
見
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
医
術
は
援
け
に
な
る
他
の
諸
手
段
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
音
声
の
清
濁
、
呼
吸
の
遅
速
、
そ

れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
出
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
各
種
の
体
液
の
臭
い
、
色
、
濃
淡
な
ど
の
徴
候
を
目
安
に
し
て
、
す
で
に
犯

さ
れ
て
い
る
体
の
部
位
や
、
こ
れ
か
ら
犯
さ
れ
得
る
体
の
部
位
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
徴
候
の
な
い
ば

あ
い
と
、
自
然
（
身
体
）
が
お
の
ず
と
そ
れ
ら
の
徴
候
を
示
さ
な
い
ば
あ
い
に
は
、
人
体
に
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
を
避
け

な
が
ら
強
制
的
に
排
泄
さ
せ
る
方
法
を
発
見
し
た
」（
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス, 

小
川
訳, 1976, p.97

）。
医
術
は
、
ま
ず
は
、
身

体
が
自
ず
と
外
化
し
た
物
質
を
手
が
か
り
に
、
体
内
の
状
態
を
判
断
す
る
技
術
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
身
体
が
内
部
を

知
る
手
が
か
り
と
な
る
物
質
を
自
ず
と
外
化
し
な
い
場
合
に
は
、
人
体
に
害
の
な
い
範
囲
で
、
例
え
ば
、
酸
性
の
食
物
や

飲
物
を
飲
ま
せ
る
な
ど
の
手
立
て
で
身
体
に
働
き
か
け
て
強
制
的
に
外
化
を
促
す
技
術
も
備
え
て
い
る
。
意
識
的
に
外
化

を
促
し
て
内
部
を
知
ろ
う
と
す
る
医
術
の
最
先
端
に
、
文
字
通
り
身
体
の
組
織
を
外
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
Ｘ
線
や
高

周
波
磁
界
を
使
っ
て
非
侵
襲
的
に
、
映
像
と
い
う
表
象
の
外
化
を
実
現
し
た
現
代
の
医
療
技
術
が
位
置
し
て
い
る
の
で
あ

る
。ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
と
カ
ッ
プ
の
発
想
は
、
外
化
し
た
も
の
が
内
部
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
る
。
但
し
、
外
部
か
ら
の
働
き
か
け
で
外
化
を
意
識
的
に
引
き
起
こ
せ
る
と
す
る
点
は
カ
ッ
プ
の
器
官
射
影
説
に
な

い
。
前
者
が
後
者
の
論
理
を
包
摂
す
る
点
を
考
え
る
と
、ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
外
化
の
起
源
と
見
做
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

カ
ッ
プ
が
器
官
射
影
説
を
構
想
し
た
当
時
、
医
学
思
想
の
系
譜
が
た
び
た
び
文
化
の
表
層
に
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
記
述
が
存
在
す
る
。「
カ
ッ
プ
は
、
感
覚
の
外
的
な
も
の
へ
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
に
、
な
お
ま
た
一
般
に
私
た

ち
が
表
象
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
語 Projektion 

が
生
理
学
者
た
ち
や
心
理
学
者
た
ち
か
ら
用
い
ら
れ
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て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
」（
三
枝, 1977, p.229. c.f. K

app, 1877, pp.29- 30

）。
カ
ッ
プ
自
身
は
固
有
名
を
あ
げ

て
い
な
い
が
、
外
化
に
相
当
す
る
発
想
は
、
実
験
医
学
の
提
唱
者
と
し
て
名
声
を
博
し
た
Ｃ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
（C

laude 

B
ernard 1813

〜1878

）
の
他
、
や
や
時
代
は
下
る
が
Ｓ
・
フ
ロ
イ
ト
（Sigm

und Freud 1856

〜1939

）
の
思
想
に

も
み
ら
れ
る
。
フ
ロ
イ
ト
は
、
内
部
の
好
ま
し
く
な
い
感
情
を
無
意
識
的
に
抑
圧
し
て
外
部
の
対
象
に
帰
属
さ
せ
る
防
衛

機
制
に
投
影 projection 

の
語
を
用
い
た
。
こ
こ
で
も
投
影
は
、
無
意
識
を
含
む
内
部
過
程
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る（

19
）。

外
化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
来
、
時
に
伏
在
し
、
時
に
顕
在
し
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
界
に
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
依
拠
し
た
の
は
、
こ
の
系
譜
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠

に
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
著
書
に
お
け
る
外
化
の
概
念
は
、『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
』
以
後
、「
内
な
る
も
の
を
外
に

出
す
」
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
逆
転
し
、
身
体
内
部
を
解
明
す
る
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る（

20
）。

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
外
化
は
、
こ
の
概
念
に
特
有
の
論
理
を
正
確
に
継
承
し
た
と
い
う
意
味
で
正
統
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
ホ
ー
ル
は
晩
年
、
人
工
物
の
産
出
を
描
写
す
る
た
め
に
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
使
用
し
始
め
る
。
し
か
し
、
ホ
ー
ル

の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
は
内
部
を
知
ろ
う
と
す
る
契
機
が
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い（

21
）。
ホ
ー
ル
は
、
意
識
的
に
そ
れ

を
行
っ
た
か
は
疑
わ
し
い
が
、
拡
張
に
別
の
意
味
を
上
書
き
し
つ
つ
エ
ク
ス
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
先
取
権
を
主
張
し
続
け
た

の
で
あ
る
。

論
争
の
決
着
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
一
つ
確
認
し
て
お
く
な
ら
ば
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
外
化
の
正
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
マ
ク

ル
ー
ハ
ン
が
主
張
し
う
る
の
は
、
外
化
の
著
作
権
で
は
な
く
、
外
化
の
系
統
の
嗣
子
と
し
て
の
地
位
に
す
ぎ
な
い
。



100

さ
て
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
を
特
徴
付
け
る
の
は
、
外
化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
継
承
し
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
な

い
。
以
下
に
説
明
す
る
よ
う
に
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
著
作
か
ら
は
、
拡
張
と
外
化
以
外
の
、
第
三
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

が
分
節
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、
三
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
人
工
物
を
重
ね
描
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
の
特
異
性
は
、
三
つ
の

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
立
体
的
に
組
み
合
わ
せ
て
理
論
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
の
著
作
で
完
成
す

る
「
探
索
の
原
理
」
が
そ
の
理
論
で
あ
る
。

本
稿
で
「
探
索
の
原
理
」
の
形
成
過
程
を
追
跡
し
、
そ
の
全
貌
を
提
示
す
る
余
裕
は
な
い
。

「
探
索
の
原
理
」
の
掉
尾
を
飾
る
第
三
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
概
観
す
る
に
留
め
た
い
。

１
︱
３
．
延
長

第
三
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、
道
具
使
用
の
記
述
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
道
具
を
使
い
こ
な

す
と
き
、
そ
の
道
具
が
、
あ
た
か
も
身
体
の
一
部
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
盲
人
に
と
っ

て
の
杖
、
剣
の
達
人
に
と
っ
て
の
刀
な
ど
の
比
較
的
単
純
な
機
構
の
も
の
か
ら
、
自
動
車
や
重
機
、
航
空
機
な
ど
の
複
雑

な
機
構
を
持
つ
も
の
に
ま
で
見
ら
れ
る
。
道
具
が
身
体
の
一
部
に
な
り
、
道
具
の
先
端
ま
で
身
体
の
感
覚
が
伸
び
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
「
延
長
」
と
訳
出
し
て
お
こ
う
。

延
長
で
記
述
さ
れ
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
（K

arl Jaspers 1883

〜1969

）（
22
）
や
Ｍ
・
メ
ル
ロ
ー

＝
ポ
ン
テ
ィ
（M

aurice M
erleau-Ponty 1908

〜1961

）（23
）ら
の
も
の
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
暗
黙
知
」
や
「
創
発
」

の
概
念
で
科
学
に
お
け
る
発
見
過
程
の
解
明
に
挑
ん
だ 

Ｍ
・
ポ
ラ
ニ
ー
（M

ichael Polanyi 1891

〜1976

）
も
延
長
で
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道
具
使
用
の
現
象
を
説
明
し
て
い
る（

24
）。

延
長
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
そ
の
起
源
に
至
る
道
筋
を
明
確
に
示
し
て
く
れ
る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
延
長
を
援
用
す
る
者
自
身
が
、
そ
の
起
源
に
無
関
心
で
あ
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
次
に
見
る
ギ
ブ
ソ
ン
（Jam

es Jerom
e G

ibson 1904

〜1979

）
の
記
述
は
、
自
覚
的
に
こ
の
概
念
を
使
用

し
た
極
め
て
稀
な
一
例
で
あ
る
。

ギ
ブ
ソ
ン
は
、
一
九
六
六
年（

25
）
と
一
九
七
九
年（

26
）
の
著
作
で
、
と
も
に
ハ
サ
ミ
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
道
具
を
使

用
す
る
時
、
触
覚
が
握
り
の
部
分
か
ら
道
具
の
先
端
に
移
動
す
る
「
現
象
」
を
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
現
象
」

を extension 

に
よ
っ
て
記
述
し
て
い
る
後
者
の
該
当
箇
所
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
意
義
を
解
釈
す
る
。

「
使
用
時
の
道
具
は
一
種
の
手
の
延
長
し
た
も
の extension 

で
あ
り
、
手
の
付
着
物
、
ま
た
は
使
用
者
自
身
の
身
体

の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
具
は
も
は
や
環
境
の
一
部
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
旦
使
用
を
離
れ
る
と
、

道
具
は
環
境
中
の
単
な
る
遊
離
物
に
な
る
。
こ
の
時
、
確
か
に
掴
む
こ
と
も
運
ぶ
こ
と
も
で
き
る
が
、
道
具
は
観
察
者
の

外
に
存
在
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
身
体
に
何
物
か
を
付
着
さ
せ
る
能
力
は
、
生
物
と
環
境
の
境
界
が
皮
膚
の
表
面
で
固

定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
移
動
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
。
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
こ
の
事
態
は
『
主
観
』
と
『
客

観
』
の
絶
対
的
二
元
論
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
」（G

ibson, 1986
(1979), p.41

）。
道
具
は
、
使

用
さ
れ
て
い
な
い
時
に
は
環
境
の
一
部
を
構
成
す
る
遊
離
物
に
す
ぎ
な
い
が
、
使
用
さ
れ
る
時
に
は
身
体
に
付
着
し
て
使

用
者
の
身
体
の
一
部
に
な
る
。
こ
の
時
、
皮
膚
の
表
面
で
固
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
生
物
の
境
界
は
、
使
用
者

の
身
体
の
一
部
と
な
っ
た
道
具
の
先
端
に
移
動
す
る
。

ギ
ブ
ソ
ン
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、「
現
象
」
を
記
述
す
る
際
に
延
長
の
概
念
を
正
確
に
使
う
こ
と
で
、
こ
の
系
譜
の
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原
型
に
斬
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
。extension 

が
Ｒ
・
デ
カ
ル
ト
（R

ene D
escartes 1596

〜1650

）
の
「
延
長 

extensio

」
に
由
来
す
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
が
、「
主
観
」
と
「
客
観
」
の
絶
対
的
二
元
論
の
誤
り
を
指
摘
す

る
ギ
ブ
ソ
ン
の
記
述
は
、
デ
カ
ル
ト
の
存
在
論
の
正
確
な
読
解
を
前
提
に
展
開
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
デ
カ
ル
ト
の
二
元

論
を
覆
す
点
で
、
特
筆
に
価
す
る
の
で
あ
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
神
な
る
無
限
的
実
体
と
、
精
神
お
よ
び
物
体
か
ら
な
る
有
限
的
実
体
と
を
区
別
し
た
後
に
、
思
惟
的
存

在
た
る
精
神
と
延
長
的
存
在
た
る
物
体
を
分
離
し
た
。
後
者
、
つ
ま
り
心
︱
身
の
二
元
論
は
、「
思
惟
す
る
も
の
」
で
あ

る
精
神
が
存
在
す
る
た
め
に
い
か
な
る
空
間
的
場
所
を
も
必
要
と
し
な
い
の
に
対
し
て
「
延
長
す
る
も
の
」
で
あ
る
物
体

は
端
的
に
空
間
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
、
存
在
の
資
格
の
二
元
性
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
存
在
の
属
性
が
、
そ

れ
ぞ
れ
「
思
惟 cogitatio

」
と
「
延
長 extensio

」
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
精
神
な
ら
ざ
る
身
体
は
、
当
然
、「
延
長
」

の
属
性
を
有
す
る
も
の
に
分
類
さ
れ
る
。
心
身
二
元
論
で
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
単
な
る
精
神
で
も
単
な
る
身
体
で
も
な

い
身
心
を
兼
ね
備
え
た
「
人
間 H

om
o

」
の
存
在
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
は
、
精
神
が
そ
の
身
体
と
結
合
す
る
場
所
を
「
松

果
体
」
に
定
め
、
物
心
分
離
的
な
理
論
哲
学
的
立
場
と
併
設
的
に
第
三
の
実
在
と
し
て
の
「
人
間
」
を
認
め
る
と
い
う
実

践
的
立
場
を
構
え
る
こ
と
で
こ
の
問
題
に
対
処
し
た（

27
）。
こ
の
よ
う
な
構
制
の
結
果
、
デ
カ
ル
ト
の
存
在
論
は
、「
延
長
」

の
属
性
を
有
す
る
い
わ
ゆ
る
物
体
と
、
物
体
の
属
性
を
備
え
つ
つ
そ
の
他
の
物
体
と
は
異
な
る
身
体
と
い
う
、
二
つ
の
異

な
る
物
体
を
並
存
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

デ
カ
ル
ト
の
存
在
論
は
、
心
︱
身
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
身
︱
物
の
二
元
論
も
包
含
す
る
。
延
長 extensio 

の
属

性
を
備
え
た
も
の
が extensum

 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
的
に
い
わ
ゆ
る
物
体
を extensum

 e (environm
ent) 

、
身

体
を extensum

 b (body) 

に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
記
述
の
意
義
が
鮮
明
に
な
る
。「『
主
観
』
と
『
客
観
』
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の
絶
対
的
二
元
論
」
で
は
、
生
物
（
人
間
）
と
環
境
の
境
界
は
、
皮
膚
の
表
面
で
固
定
さ
れ
て
い
て
決
し
て
移
動
し
な
い
。

こ
の
場
合
、
道
具
は
、
使
用
さ
れ
る
時
に
も
、
環
境
を
構
成
す
る
物
体
、
つ
ま
り extensum

 e 

と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
ギ
ブ
ソ
ン
は
、
使
用
に
供
さ
れ
て
い
る
時
、
道
具
を
単
な
る
物
体
と
考
え
る
べ
き
で
な
い
と

主
張
し
た
。
環
境
の
側
の
延
長
し
た
も
の extensum

 e 

と
考
え
ら
れ
て
き
た
道
具
は
、
使
用
時
に
身
体
（
手
）
の
延
長 

extension of the hand

、
す
な
わ
ち
身
体
の
側
の
延
長
し
た
も
の extensum

 b 

に
な
る
（
前
置
詞 of 

は
「
所
属
」
の

意
味
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
）。
そ
し
て
、
身
体
と
物
体
の
間
に
あ
っ
た
は
ず
の
境
界
が
道
具
と
物
体
の
間
に
移
動
す
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
ギ
ブ
ソ
ン
の
言
う
「
主
観
」
と
「
客
観
」
は
、
デ
カ
ル
ト
の
思
想
か
ら
論
理
的
に
導
か
れ
る
身
︱
物

の
二
元
論
、
す
な
わ
ち
、extensum

 b 

とextensum
 e 

の
二
元
論
を
指
す
。
ギ
ブ
ソ
ン
の
「
現
象
」
の
記
述
は
、
道
具

の
使
用
時
に
こ
の
二
元
論
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
だ
と
、
ひ
と
ま
ず
理
解
で
き
る
。

ギ
ブ
ソ
ン
は
、
道
具
の
考
察
を
次
の
よ
う
に
締
め
括
っ
た
。「
も
っ
と
語
る
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

と
も
あ
れ
、
今
後
、
道
具
を
考
え
る
た
め
の
導
入
に
は
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
議
論
を
比
較
的
小
さ
く
て
持

ち
運
び
の
で
き
る
道
具
に
限
定
し
て
し
ま
っ
た
が
、
技
術
的
存
在
で
あ
る
人
間
は
、
も
っ
と
大
き
な
切
断
、
掘
削
、
粉
砕
、

圧
搾
の
た
め
の
道
具
と
機
械
や
、
土
木
機
械
、
建
設
機
械
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
移
動
の
た
め
の
機
械
も
つ
く
っ
て
き
た
」

（G
ibson, 1986(1979), p.41

）。
ギ
ブ
ソ
ン
は
、
ハ
サ
ミ
を
例
に
展
開
し
た
論
理
が
よ
り
大
き
な
道
具
や
複
雑
な
人
工
物

に
も
適
用
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て
考
察
を
終
え
た
。

延
長
の
議
論
は
あ
ま
た
あ
り
、
ま
た
拡
張
の
議
論
の
中
に
も
道
具
の
着
脱
を
問
題
に
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か

し
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
よ
う
に
「
境
界
」
と
い
う
空
間
的
な
観
点
を
一
貫
さ
せ
な
け
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
に
遡
る
系
譜
に
正
確
に

定
位
す
る
こ
と
も
、
デ
カ
ル
ト
流
の
身
︱
物
の
二
元
論
が
ゆ
ら
ぐ
事
態
と
し
て
道
具
の
使
用
を
記
述
す
る
こ
と
も
で
き
な
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い（
28
）。

一
見
、
機
能
の
拡
張
が
明
白
な
人
工
物
も
あ
れ
ば
、
身
体
内
部
の
機
構
を
写
し
取
っ
た
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
人
工
物

も
あ
る
。
達
人
の
域
に
及
ば
ず
と
も
、
日
常
的
に
、
筆
記
具
や
眼
鏡
は
身
体
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
人
工
物
の
多
く
は
、
そ
の
多
寡
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
三
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
意
味
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

こ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
意
味
の
分
節
が
妨
げ
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る（

29
）。

一
人
の
思
想
の
中
に
三
つ
の
意
味
が
分
節
さ
れ
て
登
場
す
る
と
い
う
事
態
は
、
極
め
て
稀
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
理
解
は
、
こ
の
極
め
て
稀
な
事
態
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

次
章
で
紹
介
す
る
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
仕
事
は
、
三
つ
の
意
味
の
分
節
に
到
達
し
た
点
で
、
他
の
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
と
一

線
を
画
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
分
析
を
概
観
し
よ
う
。

２
．
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
に
よ
る
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究

現
在
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
教
鞭
を
と
る
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
二
〇
〇
二
年
に
『
空
間
に
お
け
る
マ
ク

ル
ー
ハ
ン
』（M
cLuhan in space

）
を
著
し
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
論
点
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
。
あ
る
種
の
合

意
の
下
で
二
〇
世
紀
中
に
決
着
が
図
ら
れ
た
論
点
が
二
一
世
紀
の
初
頭
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
事
実
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
。
同
書
の
註
に
は
フ
ラ
ー
と
ホ
ー
ル
と
の
論
争
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
先
行
研
究
が
手
際
よ
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
る（

30
）。

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
ま
ず
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
博
士
論
文
（「
当
該
時
代
の
学
習
に
お
け
る
ト
マ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
の
位
置
」
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“T
he place of T

hom
as N

ashe in the learning of his tim
e”

）
を
準
備
す
る
過
程
で
三
科
の
三
つ
の
部
門
（
文
法
、

修
辞
学
、
論
理
学
）
の
争
い
か
ら
西
洋
文
化
を
捉
え
る
視
座
を
獲
得
し
た
と
指
摘
す
る（

31
）。
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
博
士
論
文
で
取
り
上
げ
た
ナ
ッ
シ
ュ
の
特
異
な
文
体
は
、
そ
れ
ま
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
た
三
科
間

の
協
調
関
係
が
終
焉
し
、
修
辞
学
と
の
覇
権
争
い
に
論
理
学
が
勝
利
を
収
め
つ
つ
あ
っ
た
一
六
世
紀
半
ば
の
文
化
状
況
を

象
徴
す
る
も
の
で
あ
る（

32
）。

次
に
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
中
世
的
な
知
の
統
一
の
崩
壊
に
と
も
な
い
修
辞
学
の
リ
ス
ト
に
「prosthesis

」
と
い
う
用
語

が
新
た
に
加
わ
っ
た
と
い
う
Ｄ
・
ウ
ィ
ル
ズ（D
avid W

ills

（
33
））（34
）
の
説
に
注
目
す
る
。
修
辞
学
に
お
け
る prosthesis 

は
、「『
語
の
頭
に
音
節
を
付
加
す
る
こ
と
』（W

ills, 1995, p.218

）」（C
avell, 2002, p.80

）を
意
味
し
、「
語
頭
音
付
加
」

と
訳
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
語
の escuela 

は
ラ
テ
ン
語
の scola 

に e 

を
付
加
し
た
語
頭
音
付
加
で
あ
る（

35
）。

ウ
ィ
ル
ズ
は
、
修
辞
学
の
歴
史
に
語
頭
音
付
加
が
登
場
し
た
頃
、
医
学
の
歴
史
で
目
覚
し
い
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
一
六
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
Ａ
・
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
（A

ndreas V
esalius 1514

〜1564

）の
『
人
体
の
構

造
』（D

e hum
ani corporis fabrica, 1543

）
と
ア
ム
ボ
ラ
ー
ズ
・
パ
レ
（A

m
broise Paré 1510

〜1590

）
の『
作
品
集
』

（Œ
euvres, 1585

）が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
た
が
、
二
つ
の
著
作
に
は
、「
切
断 am

putation

」
と
「（
義
足
な
ど
の
）補
綴

術
に
よ
る
置
き
換
え prosthetic replacem

ent

」
に
関
す
る
重
要
な
記
述
が
含
ま
れ
て
い
た
。

修
辞
学
と
医
学
に
お
け
る prosthesis 

と
い
う
言
説
の
同
時
代
性
に
着
眼
し
た
ウ
ィ
ル
ズ
は
、
一
六
世
紀
半
ば
を
、
有

機
体
論 organicism

 

と
機
械
論 m

echanism
 

の
二
つ
の
身
体
論
が
争
い
、
機
械
論
が
勝
利
を
収
め
つ
つ
あ
っ
た
時
代
と

規
定
す
る
。
こ
こ
で
言
う
有
機
体
論
は
、
す
べ
て
の
器
官
の
共
同
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
か
ら
有
機
体
の
働
き
を
考
え
る
点

で
、
器
官
の
間
の
因
果
関
係
か
ら
身
体
の
働
き
を
説
明
す
る
機
械
論
の
対
極
に
位
置
す
る
。
諸
器
官
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
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す
る
こ
と
で
身
体
機
能
の
回
復
を
図
る
そ
れ
ま
で
の
医
術
は
、
有
機
体
論
を
基
礎
に
し
て
い
た
。
他
方
、
新
興
の
補
綴
術

は
、
各
器
官
を
部
分
に
分
割
し
た
上
で
そ
れ
ら
の
部
分
を
置
き
換
え
可
能
な
対
象
と
見
做
し
、
欠
損
部
分
を
人
工
物
で
代

行
さ
せ
る
点
で
、
機
械
論
を
基
礎
に
す
る
医
術
だ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ズ
は
、
三
科
間
の
協
調
関
係
の
崩
壊
は
有
機
体
論
的
発

想
の
終
焉
を
意
味
し
、
有
機
体
論
に
代
わ
っ
て
機
械
論
が
台
頭
し
た
こ
と
に
よ
っ
て prosthesis 

と
い
う
言
説
が
登
場
し

た
と
推
論
す
る
。

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ィ
ル
ズ
の
説
を
も
と
に
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
解
釈
を
展
開
す
る
。
機
械
論
が
台
頭
す
る

中
、
医
学
で
は
補
綴
術
が
栄
え
、
人
文
科
学
で
は
因
果
的
な
数
学
に
基
礎
を
置
く
論
理
学
が
勝
利
し
た
。
そ
し
て
、
個
々

の
器
官
に
注
目
す
る
補
綴
術
が
勢
力
を
伸
ば
す
こ
と
で
器
官
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
医
術
が
衰
退
し
た
よ
う
に
、
論
理

学
が
学
問
に
君
臨
す
る
こ
と
で
三
科
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
失
わ
れ
た（

36
）。
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
記
述

に
も prosthesis 

に
類
す
る
用
語
が
登
場
す
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
事
実
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
マ
ク
ル

ー
ハ
ン
は
『
メ
デ
ィ
ア
の
理
解
』（U

nderstanding m
edia, 1964

）（
37
）
や
書
簡（

38
）
の
中
で
「ablation （
手
術
に
よ
る
）

切
除
、
切
断
、
剥
離
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
が ablation 

に
着
目
し
た
理
由
は
、
以
下
の
二
つ
の
引
用
か
ら
理
解
で
き
る
。
一
つ
目
は
、「
マ
ク
ル

ー
ハ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
切
除
し
た
も
の ablations 
が
社
会
に
介
入
し
て
く
る
時
、
そ
れ
ら
は
、
社
会
体
系
を

改
変
す
る
。ceteris paribus

〔
他
の
事
情
が
同
じ
な
ら
ば
〕
と
い
う
条
件
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
技
術
の
世
界
に
は
存
在

し
な
い
。
す
べ
て
の extension 

や acceleration 

は
全
体
状
況
に
お
い
て
新
し
い
配
置
に
即
座
に
影
響
を
及
ぼ
す
』

（M
cLuhan, 1964, p.184

）」（C
avell, 2002, p.81

）
と
い
う
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
技

術
は ablation

、
あ
る
い
は extension 

で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
社
会
全
体
を
同
時
に
、
し
か
も
即
座
に
変
え
る
と
い
う
マ
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ク
ル
ー
ハ
ン
の
発
想
を
指
摘
す
る
。
二
つ
目
は
、「『
い
か
な
る
発
明
や
技
術
も
、
私
た
ち
の
身
体
の extension

、
ま
た

は
自
己
切
断 self-am

putation 

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な extension 

は
、
そ
の
他
の
器
官
や extensions 

の
間
に
新
し
い

比
率
や
均
衡
を
引
き
起
こ
す
』（M

cLuhan, 1964, p.45

）」（C
avell, 2002, p.81

）
と
い
う
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ablation 
や extension 

に
よ
る
社
会
体
系
の
配
置
の
改
変
と
い
う
マ
ク
ロ
な
運
動
が
、
有
機
体
内
部
の
比
率
の
改
変
と

い
う
ミ
ク
ロ
な
運
動
と
相
似
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
理
論
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
二
点
を
踏

ま
え
て
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
次
の
よ
う
な
解
釈
を
提
出
す
る
。「
彼
（
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
）、
補
綴
文
化
の
二
つ
の
側
面
、
す

な
わ
ち extension 

と am
putation 

を
包
含
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
」（C

avell, 2002, 

p.80

）。

extension 

と am
putation 

が
医
学
と
修
辞
学
の
二
つ
の
分
野
に
見
ら
れ
る
言
説
で
あ
り
、
二
つ
の
分
野
の
言
説
が
補

綴
文
化
の
形
成
に
寄
与
し
た
と
い
う
点
は
、
ウ
ィ
ル
ズ
の
説
で
説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ル
ズ
は
、
補
綴
文
化
は
機

械
論
を
基
礎
と
し
、
補
綴
文
化
が
広
ま
る
こ
と
で
、
器
官
の
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
前
提
す
る
有
機
体
論
が
駆
逐
さ
れ
た

と
主
張
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
「
補
綴
文
化
」、「extension

」、

「
切
断 am

putation

」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
解
釈
は
、
ウ
ィ
ル
ズ
の
説
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
こ
で
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
、
機
械
論
を
基
調
に
す
る
補
綴
文
化
の
存
在
を
念
頭
に
、
あ
え
て
補
綴

に
ま
つ
わ
る
修
辞
を
、
そ
の
意
味
を
反
転
さ
せ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
表
現
す
る
有
機
体
論
的
な
意
味
で
使
っ
た
と
解
釈
す

る
の
で
あ
る
。

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
さ
ら
に
こ
う
続
け
る
。「prosthesis 

と
い
う
言
説
の
（
医
学
と
修
辞
学
に
お
け
る
）
歴
史
的
な
同

時
代
性
は
、
有
機
体
論
と
機
械
論
の
拮
抗
を
暗
示
す
る
。
こ
の
拮
抗
は
機
械
論
の
勝
利
に
終
わ
り
、
機
械
論
の
覇
権
は
電
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子
時
代
の
到
来
ま
で
続
い
た
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、
電
子
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
で
、
有
機
体
論
が
覇
権
を
取
り
戻
し

た
（
状
況
を
反
転
さ
せ
た
）
と
考
え
た
」（op. cit.

）。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、
電
子
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
有
機
体
論
の
文

化
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
見
通
し
て
、
新
し
い
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い extension 

の
修
辞
を
使
用
し
た
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン

の
思
想
は
、
機
械
論
を
相
対
化
し
、
有
機
体
論
を
復
活
さ
せ
る
射
程
を
持
っ
て
お
り
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
に
お
け
る 

extension 
は
、prosthesis 

と
親
和
性
を
持
ち
な
が
ら
補
綴
文
化
の
基
礎
に
あ
る
機
械
論
を
超
克
す
る
働
き
を
担
っ
た
。

以
上
が
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
解
釈
の
文
脈
で
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、extension 

の
起
源
に
も
言
及
し
て
い
る
。
キ
ャ
ヴ

ェ
ル
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
共
通
す
る extension 

を
使
用
し
た
思
想
家
と
し
て
フ
ロ
イ
ト
の
名
を
あ
げ
る
。
フ
ロ
イ

ト
は
、『
文
明
と
そ
の
不
満
』（C

ivilization and its discontents, 1930

）（
39
）
の
な
か
で
「『
人
間
は
一
種
の
補
綴
の
神 

prosthetic G
od 

に
な
っ
た
』（Freud, 1989(1930), p.44

）」（C
avell, 2002, p.82

）と
書
い
て
い
る
。
フ
ロ
イ
ト
の
記

述
を
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
フ
ロ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、『
人
間
は
、あ
ら
ゆ
る
道
具
に
よ
っ
て
、

運
動
器
官
と
感
覚
器
官
を
問
わ
ず
、
自
ら
の
器
官
を
完
全
な
も
の
に
し
、
元
々
の
器
官
に
備
わ
っ
た
機
能
の
限
界
を
取
り

除
き
つ
つ
あ
る
』（Freud, 1989(1930), p.43

）。
こ
こ
で
フ
ロ
イ
ト
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
同
様
、
西
洋
文
明
史
を
人
間

の
力
の extension 

と
い
う
文
脈
に
置
い
て
い
る
」（C

avell, 2002, p.82

）。
フ
ロ
イ
ト
自
身
は
「『
す
べ
て
の
補
助
的
な

器
官
を
身
に
ま
と
っ
た
時
、
人
間
は
ま
さ
し
く
偉
大
な
存
在
に
な
る
。
し
か
し
、
元
々
備
わ
っ
た
器
官
で
な
い
以
上
、
補

綴
具
は
人
間
に
大
き
な
混
乱
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
』（Freud, 1989(1930), p.44

）」（C
avell, 2002, p.82

）と

結
ん
で
い
る
の
だ
が
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
補
綴
術
の
記
述
に
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の extension 

に
共
通
す
る
メ

デ
ィ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
読
み
取
り
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
の
で
あ
る
。「
フ
ロ
イ
ト
と
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
と
も
に
、
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感
覚
の
相
互
関
係
を
変
容
さ
せ
る
も
の
と
し
て
文
明
化
の
過
程
を
理
解
し
た
」（C

avell, 2002, p.82

）。

こ
の
結
論
を
補
強
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
再
び
ウ
ィ
ル
ズ
を
援
用
す
る
。「
ウ
ィ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
フ
ロ
イ
ト

理
論
に
特
有
の
補
綴
の
理
解
は
、
フ
ロ
イ
ト
が
『
快
楽
原
則
の
彼
岸
』（B

eyond the pleasure principle, 1920

）
で
定

義
し
た
『
投
影
』
の
概
念
に
見
ら
れ
る
。『（
投
影
と
は
）
不
快
を
大
幅
に
増
大
さ
せ
る
内
的
興
奮
に
対
処
す
る
た
め
の
…

独
特
な
方
法
で
あ
る
。
人
間
に
は
、
そ
の
原
因
が
、
内
部
で
は
な
く
、
外
部
に
あ
る
か
の
よ
う
に
し
て
内
的
興
奮
を
処
理

す
る
傾
向
が
あ
る
』（W

ills, 1995, p.96

）」（C
avell, 2002, p.82

）。
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
一
九
六
〇
年

の “R
eport on project in understanding new

 m
edia” 

で
「
心
理
学
で
は
Ｓ
Ｃ
（sensory com

pletion

：
感
覚
完
成
）

は
投
影
と
呼
ば
れ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
な
が
ら
、
投
影
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。「
こ
の
よ
う
に
投

影
の
過
程
は
、
そ
の
機
能
の
点
で
、
感
覚
器
官
の
間
に
感
覚
比
率
や
感
覚
の
均
衡
が
存
在
す
る
と
い
う
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の

考
え
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
」（C

avell, 2002, p.82

）。
投
影
が
内
的
興
奮
状
態
を
変
容
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
平
静
が

回
復
す
る
よ
う
に
、
補
綴
に
も
、
内
的
な
感
覚
の
均
衡
を
前
提
に
、
感
覚
器
官
の
間
の
感
覚
比
率
を
変
容
さ
せ
る
働
き
が

あ
る
。

こ
う
し
て
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
内
的
状
態
に
作
用
す
る
と
い
う
点
で
、
フ
ロ
イ
ト
の
補
綴
と
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の 

extension 

を
同
一
視
す
る
。
そ
し
て
、
元
々
は
機
械
論
的
で
静
的
な
意
味
を
持
つ
補
綴
の
概
念
に
よ
っ
て
動
的
な
状
況

を
記
述
す
る
フ
ロ
イ
ト
を
、
静
的
な
こ
と
ば
の
意
味
を
反
転
さ
せ
て
人
工
物
と
身
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
表
現
し
た
マ
ク

ル
ー
ハ
ン
の
先
駆
け
に
同
定
す
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、「
精
神
分
析
で
使
わ
れ
る
意
味
で
の prosthesis 

は
、
よ
り
大
き
な extension 

の
歴
史
の
一
面
で
し
か

な
い
。
物
理
学
と
哲
学
も
こ
の
歴
史
に
含
ま
れ
る
。extension 

を
哲
学
的
に
理
解
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
の
は
、
デ
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カ
ル
ト
の
作
品
で
あ
る
」（op. cit., p.83

）。
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
を
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、

身
体
を
含
む
物
質
界
の res extensa 

と
理
性
を
備
え
た
心
の res cogitans 

の
区
別
を
理
論
化
し
た
。
デ
カ
ル
ト
は
、
心

と
身
体
を
峻
別
す
る
こ
と
で
真
理
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
方
法
論
を
採
用
し
た
背
景
に
は
、
感
覚
で
き

る
物
質
界
と
感
覚
自
体
に
対
す
る
不
信
が
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
が
信
用
で
き
た
の
は
、
理
性
と
理
性
の
宿
る
心
、
そ
し
て

理
性
に
基
づ
く
論
理
学
だ
け
だ
っ
た（

40
）。
当
然
、
論
理
学
に
特
化
し
た
デ
カ
ル
ト
の
方
法
論
と
そ
の
根
底
に
あ
る
理
性

主
義
は
、
三
科
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
回
復
し
よ
う
と
い
う
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。「
し
た
が
っ
て
、

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
心
と
身
体
、res cogitans 

と res extensa 

の
（
再
）
統
合
を
企
て
て
、
デ
カ
ル
ト
流
の
理
性
主
義
に

対
抗
し
た
。
そ
の
結
果
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
が
提
出
し
た
機
械
論
の
モ
デ
ル
に
代
わ
る
有
機
体
論
（
究
極
的
に
は
生
態
学
）

の
モ
デ
ル
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
」（C

avell, 2002, p.83

）。

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
一
七
世
紀
前
半
の
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
は
、
論
理
学
と
機
械
論
を
徹
底
し
た
点
で
、
一
六
世

紀
半
ば
に
始
ま
っ
た
補
綴
文
化
を
完
成
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。「extension 

全
体
の
歴
史
」
と
は
、
義
足
や
義
手
な
ど

の
補
綴
物
と
身
体
の
存
在
を res extensa = extension 

と
規
定
し
た
デ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
哲
学
的
基
礎
を
与
え
ら
れ
た

「prosthesis 

の
歴
史
」
を
指
す
も
の
と
理
解
で
き
る
。

評
価

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
議
論
を
概
観
す
る
と
、
三
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
示
唆
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
外
化
、
拡
張
、

延
長
の
順
で
そ
の
内
実
を
検
証
し
て
い
こ
う
。
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ま
ず
、「
彼
（
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
）、
補
綴
文
化
、extension

、
切
断 am

putation 

の
（
医
学
と
修
辞
学
の
）
二
つ
の

側
面
を
包
含
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
」（C

avell, 2002, p.80

）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、extension 

を
切
断 am

putation 

と
併
記
し
て
い
た
。
さ
ら
に extension 

を
外
化 outer 

と
言
い
換

え
て
い
る
箇
所
も
あ
る（

41
）。
こ
こ
か
ら
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
外
化
の
系
譜
に

属
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
記
述
に
は
、
外
化
し
た
も
の
を
通
じ
て
そ

の
母
体
の
身
体
内
部
を
解
明
す
る
と
い
う
契
機
へ
の
言
及
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
理
解
は
、
外
化
に
つ
い
て
不
十
分
だ
と
結
論
で
き
る
。
理
解
が
十
分
で
な
い
一
因
は
、
分
節
の
作
業
が
系
譜
の
探
索
を

と
も
な
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
原
義
の
持
つ
論
理
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。

次
に
、「
拡
張
」
の
系
譜
に
つ
い
て
ど
う
か
。「
フ
ロ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、『
人
間
は
、
あ
ら
ゆ
る
道
具
に
よ
っ
て
、
運
動

器
官
と
感
覚
器
官
を
問
わ
ず
、
自
ら
の
器
官
を
完
全
な
も
の
に
し
、
元
々
の
器
官
に
備
わ
っ
た
機
能
の
限
界
を
取
り
除
き

つ
つ
あ
る
（Freud, 1989(1930), p.43

）』。
こ
こ
で
フ
ロ
イ
ト
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
同
様
、
西
洋
文
明
史
を
人
間
の
力

の extension 

と
い
う
文
脈
に
置
い
て
い
る
」（C

avell, 2002, p.82

）。
フ
ロ
イ
ト
の
言
う prosthesis 

は
、
人
工
的
な
補

綴
物
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
元
々
の
器
官
の
機
能
の
限
界
が
取
り
除
か
れ
る
と
い
う
点
で
、
人
工
物
が
身
体
に
元
々
備
わ

っ
た
機
能
を
代
行
し
、
増
大
す
る
と
い
う
拡
張
の
系
譜
に
定
位
す
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
フ
ロ
イ
ト
の
補
綴
術
の
考
察

は
、
同
時
代
の
バ
ナ
ー
ル
や
後
の
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
と
同
様
に
、
プ
ラ
ト
ン
に
始
ま
る
技
術
論
の
系
譜
に

属
す
る
。
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
に
よ
る
フ
ロ
イ
ト
の
引
用
は
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
が
フ
ロ
イ
ト
の
拡
張
の
議
論
を
前
提
に extension 

の
語
を
使
用
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、キ
ャ
ヴ
ェ
ル
自
身
に
よ
る
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。「
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
に
と
っ
て extension 

は
、
眼
の
『
切
断 am

putation

』
に
よ
っ
て
耳
が
拡
張 enhance 

さ
れ
る
と
い
う
よ
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う
に
、am

putation 

と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
関
係
し
て
い
る
」（op. cit., p.87

）。
こ
こ
で
は
、extension 

が
「
拡
張
（
向
上
）

 

enhance

」
と
明
確
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
化
と
の
関
連
を
仄
め
か
し
て
い
た
「
切
断
」
は
、
眼
の
機
能

を
抑
制
す
る
こ
と
で
耳
の
機
能
が
相
対
的
に
向
上
す
る
と
い
う
よ
う
に
、『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
説
話
で
拡
張
と
対
に
な
っ

て
登
場
し
た
縮
小
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
引
用
は
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
が
、
感
覚
間
の
比
率
関
係
を
前
提
に
、
機

能
の
拡
張
の
意
味
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
主
に
拡
張
に
定
位
し
て
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
を

解
釈
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、「
補
綴
」
へ
の
着
眼
か
ら
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
起
源
に
デ
カ
ル
ト
の res 

extensa 

を
あ
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
一
章
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
第
三
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
延
長
は
、

デ
カ
ル
ト
の
思
想
に
そ
の
起
源
を
持
つ
。
こ
れ
で
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
記
述
に
合
計
三
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
が
登
場
し
た

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
読
者
が
三
つ
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
キ

ャ
ヴ
ェ
ル
は
、
一
貫
し
て
デ
カ
ル
ト
の res extensa 
を
「
補
綴
」
の
起
源
と
見
做
し
、
第
三
の
意
味
を
分
節
す
る
作
業
を

行
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

三
つ
の
意
味
を
分
節
し
う
る
点
、
正
確
に
言
え
ば
、
二
つ
の
意
味
の
分
節
に
加
え
、
三
つ
目
の
意
味
を
分
節
す
る
手
が

か
り
を
示
し
た
功
績
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
主
題
に
し
た
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
研
究
の
中
で
比
肩
す
る
も
の
が
な
い
。
し

か
し
、
結
果
的
に
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
意
味
を
拡
張
に
収
斂
さ
せ
た
こ
と
で
も
っ
と
大
き
な
獲
物
を
見
落
と
す
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
見
落
と
し
は
、
論
争
の
再
評
価
の
如
何
以
上
に
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
思
想
の
多
層
性
を
解
読
す
る
鍵
を
み

す
み
す
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
理
論
を
把
握
す
る
道
が
閉
ざ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
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あ
る
。む

す
び

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
議
論
は
、
一
六
世
紀
半
ば
に
現
わ
れ
た
「
補
綴
」
と
い
う
拡
張
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
て
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
を
解
釈
し
た
点
に
独
創
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
仕
事
は
、
論
争
を
再
評
価
す
る
観
点
か
ら
す
る
と
、
ホ
ー

ル
の
先
取
権
を
無
効
に
す
る
効
果
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
で
検
証
し
た
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の

理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
三
つ
の
意
味
を
明
示
的
に
分
節
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

本
稿
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
が
構
成
す
る
理
論
の
全
貌
に
つ
い
て
は
紹
介
し
な
か
っ
た
の
は
、
小
論
と
い
う
体
裁
の
紙

面
の
都
合
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の

思
想
か
ら
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
注
目
す
る
こ
と
で
少
な
く
と
も
一
つ
の
理
論
を
摘
出
で
き
る
。
そ
の
作
業
に
は
、

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
三
つ
の
意
味
を
切
り
分
け
る
作
業
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
本
稿
の
主
題
は
、結
局
の
と
こ
ろ
、

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
が
構
成
す
る
理
論
の
是
非
以
前
の
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
分
節
の
是
非
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う（

42
）。

キ
ャ
ヴ
ェ
ル
が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
分
節
に
失
敗
し
た
原
因
は
、
一
言
で
言
う
と
、
原
型
に
遡
る
系
譜
学
的
視
点
の

欠
如
に
求
め
ら
れ
る
。
翻
っ
て
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
仕
事
と
比
較
し
た
と
き
、
本
稿
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
、

系
譜
学
的
な
探
究
の
手
続
き
に
お
い
て
、
歴
史
の
時
代
区
分
を
等
閑
す
る
嫌
い
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
歴
史
を
縦
断

す
る
概
念
の
継
続
性
に
着
目
す
る
視
点
に
、
例
え
ば
、
近
代
と
し
て
考
察
さ
れ
て
き
た
あ
る
時
代
区
分
の
特
質
を
ど
の
よ
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う
に
取
り
込
む
べ
き
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
し
ば
た　

た
か
し
・
北
海
学
園
大
学
准
教
授
）
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た
。
両
者

が
並
置
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』
の
一
一
五
ペ
ー
ジ
以
下
で
詳
説
し
た
。

（
19
）
ダ
ゴ
ニ
ェ
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
「
転
移
」
と
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
（C

arl G
ustav Jung 1875

〜1961

）
の
「
誘
導
語
」
が
外
化
の
一

種
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
ダ
ゴ
ニ
ェ
、 

一
九
八
二　

金
森
他
訳
、
一
九
九
〇
、
二
二
六
︱
二
三
二
頁
。

（
20
）
拙
著
『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』
第
三
章
で
詳
説
し
た
。

（
21
）
拙
著
『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』
第
六
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）「
我
々
は
闇
の
中
で
道
を
探
る
と
き
、
杖
の
先
で
感
ず
る
。
自
己
空
間
、
即
ち
我
々
の
解
剖
的
身
体
空
間
は
拡
大
し
て
、
杖
と
自

分
が
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体
で
あ
る
と
い
う
感
覚
と
な
る
。
従
っ
て
自
分
が
操
縦
す
る
自
動
車
は
、
私
が
思
い
通
り
に
使
い
こ
な
せ
る
と
き
に
は
自
己

の
空
間
に
属
し
、
拡
大
し
た
身
体 erw

eiterter K
örper 

の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
拡
大
身
体
の
中
に
、
私
は
自
分
の
感
覚
を
具
え

つ
つ
至
る
と
こ
ろ
居
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
自
分
の
も
の
で
な
い
別
の
空
間
は
、
私
が
自
己
の
感
覚
を
以
っ
て
他
空
間
か
ら

来
る
対
象
に
突
き
あ
た
る
そ
の
境
界
か
ら
始
ま
る
」（Jaspers 1913 : 75=1953 : 135-136

）。

（
23
）「
盲
人
の
杖
も
、
彼
に
と
っ
て
一
対
象
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
も
は
や
そ
れ
自
体
と
し
て
は
知
覚
さ
れ
ず
、
杖
の
尖
き
は
感
性

帯
へ
と
変
貌
し
た
。
杖
は
〔
盲
人
の
〕
触
覚
の
広
さ
と
行
動
半
径
を
増
し
た
の
で
あ
り
、
視
覚
の
類
同
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」

（M
erleau-Ponty 1962(1945) : 167=1991 : 240

）。

（
24
）Polanyi 1962=2001: 51- 55

（
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）G

ibson, 1983(1966), pp.111- 115.

（
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）G

ibson, 1986(1979), pp.40- 41.
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（
27
）
所
、
一
九
九
六
、
二
八
二
︱
二
八
三
頁
。

（
28
）
ギ
ブ
ソ
ン
の
デ
カ
ル
ト
批
判
が
身
︱
物
二
元
論
の
み
な
ら
ず
心
︱
身
二
元
論
に
及
ぶ
点
は
、
別
稿（
柴
田　

二
〇
〇
六
）で
論
じ
た
。

ギ
ブ
ソ
ン
心
理
学
に
お
け
る
「
心
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
た
い
。

（
29
）『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
』
で
は
、
本
稿
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
各
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
正
統
を
受
け
継
い

で
き
た
そ
の
他
の
思
想
以
外
に
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
紹
介
し
た
。
該
当
箇
所
で
確
認
さ
れ
た
い
。
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36
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avell, 2002, p. 80. C
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ills, 1995, pp.214-227.

（
37
）M
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（
38
）M

olinaro et. al. (eds.), 1987, p.283, 285.

（
39
）=Freud S. 1989 : C

ivilization and its discontents, Strachey, J.(trans.&
 ed.), G

ay, P.(intro.), N
orton, N

ew
 York. cf. 

Freud S. 1930 : D
as U

nbehagen in der K
ultur.     

（
40
）C

avell, 2002, p.83.

（
41
）C

avell, 2002, p.80.

（
42
）
こ
こ
で
あ
え
て
三
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
が
理
論
の
構
成
で
果
た
し
た
役
割
の
み
を
簡
単
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、「
拡
張
」
は

メ
デ
ィ
ア
の
機
能
に
陶
酔
し
て
い
る
現
状
を
記
述
す
る
た
め
に
、「
外
化
」
は
メ
デ
ィ
ア
を
産
出
す
る
身
体
の
内
部
構
造
に
議
論
の
焦

点
を
移
し
、
併
せ
て
現
状
を
対
象
化
す
る
詩
的
言
語
を
獲
得
す
る
た
め
に
、「
延
長
」
は
詩
的
言
語
を
使
用
し
て
そ
の
効
果
を
測
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
。


